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1 はじめに
コンビニエンスストア，薬局チェーンなどは，地域に複数の店舗を出店して，激しい顧客獲得競争を展開している．
ドミナント戦略と呼ばれる，地域に集中的に出店してライバルチェーンに勝ち，地域を支配的にする戦略などが知ら
れているが，一方でこのような戦略により，店舗の売り上げが低下することが問題となっている [3]．人口減少時代を
迎えて，コンビニエンスストアの出店の速度も低下しつつあり，今後は店舗間の競争の激化によって，賢い出店戦略
が求められるようになるだろう [5]．本研究ではこのような問題を，単純な線分都市における最適な出店モデルを用い
て考察する．
線分上を移動する人が途中で立ち寄る「フロー需要」の獲得を目指す 2つのチェーンが店舗を順番に立地する線分
都市モデルを用いて，コンビニエンスストアやドラッグストアのように店舗チェーンに所属して移動途中に来店する
客を対象とする店舗の立地戦略について考察する [1]．自己チェーン獲得フロー最大化，新店の獲得フロー最大化，相
手チェーン獲得フロー最小化，直前に出店した相手チェーンの新店の獲得フロー最小化，の 4つの立地戦略を比較検
討する．

2 線分都市モデルと店舗およびチェーンの獲得フロー需要
左端を原点とする長さ 1の線分都市を考える (図 1)．yO を移動の起点，yD を終点とし，この 2点間を途中で買い
物をしながら移動する人数すなわちフロー需要の発生密度を w(yO, yD)とする．ただし買い物は出発してから最初に
出会う店舗でだけ行われるとする．図 1に示す矢印は人の起点から終点までの移動を表し，最初に出会う店舗 xに立
ち寄って買い物し，店舗 v には立ち寄らない例を示す．
位置 xの店舗が獲得するフロー需要量を g(x)，位置 xの店舗の原点に近い側の隣の店舗の位置を u，原点から遠い
側の隣の店舗の位置を v とするとき，

g(x) =

∫ 1

x

(∫ x

u

w(yO, yD)dyO

)
dyD +

∫ x

0

(∫ v

x

w(yO, yD)dyO

)
dyD

となる．ただし位置 xの店舗の原点側に店舗がない場合は u=0，原点と反対側に店舗がない場合は v=1とそれぞれ
置き換える．yO，yD を横軸縦軸にとった 2 次元平面に右辺の積分範囲を図示すると図 2 のようになる．店舗 x の
立ち寄り客の出発地点の範囲は u から v までの範囲である．また起点終点によらずに w(yO, yD) = 1 であるとき
g(x) = (x− u)(1− x) + (v − x)xとなる．本稿では w(yO, yD) = 1として議論を進める．
原点に近いほうから番号をつけた店舗の集合を J = {1, . . . ,m}とし，店舗 j の位置を fj とする (j ∈ J)．また，便

宜上 f0 = 0，fm+1 = 1と置く．2つの店舗チェーン 1と 2を考える．Lを店舗チェーンの集合とする (|L| = 2)．clj

を店舗 j が店舗チェーン l に所属しているなら 1，その他 0となる 0-1パラメータとする (l ∈ L)．店舗チェーン l の
獲得フロー需要Ml は

Ml =
m∑
j=1

cljg(fj)
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図 1 線分都市モデル上の店舗と人の移動
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図 2 位置 x, u, v の店舗を利用するフロー需要の 2次元図示

となる．ただし，移動途中に店舗がなければ買い物は行われないので∑
l∈L Ml = 1とはならない．

3 新店立地の戦略
2つの店舗チェーンが店舗のない線分都市上に 1店舗ずつ交互に出店するシナリオを考える．1ヶ所に 2店舗以上
立地することはできないものとする．店舗チェーンがとりうる 4つの出店戦略とその記号を次のように設定する．

M : 自己チェーン獲得フロー最大化
µ : 新店の獲得フロー最大化
M : 相手チェーン獲得フロー最小化
µ : 直前に出店した相手チェーンの新店の獲得フロー最小化

いずれの出店も出店後のライバルや自分のチェーンの出店については考慮せず，出店時に戦略の目的を最適化する「近
視眼的戦略」によって決定される．
位置 fj の原点側の隣接位置を f−

j ，原点と反対側を f+
j と表し，店舗同士が隣接して立地することは可能であると

する．新店の立地位置を x とする．x の範囲を fj < x < fj+1 であるとして 4 つの戦略についての最適な立地位置
x∗ を導出する (図 3)．新店の所属チェーンを表すパラメータ clx を用意し，新店がチェーン l に所属しているなら
clx = 1，そうでなければ 0とする．
位置 xに出店する新規店舗の獲得フロー需要量 g(x)は，長方形 ABDEと長方形 DGIJの合計面積となる (図 4)．

g(x) = (x− fj)(1− x) + (fj+1 − x)x (1)

新規店舗の所属チェーンのフロー需要増加量を G(x)とすると，G(x)は，隣り合う既存店舗が新店と同じチェーン
である場合は，新規獲得需要は CDEF と DGHK（もしくは，それらのどちらか）だけとなるので，clx = clj かつ
clx = cl,j+1 のとき長方形 CDEFと長方形 DGHKの合計面積，clx ̸= clj かつ clx = cl,j+1 のとき長方形 ABDEと長
方形 DGHKの合計面積，clx = clj かつ clx ̸= cl,j+1 のとき長方形 CDEFと長方形 DGIJの合計面積，clx ̸= clj かつ
clx ̸= cl,j+1 のとき長方形 ABDEと長方形 DGIJの合計面積となる．したがって，

G(x) =


(x− fj)(fj+1 − x) + (fj+1 − x)(x− fj) (clx = cljかつ clx = cl,j+1のとき)
(x− fj)(1− x) + (fj+1 − x)(x− fj) (clx ̸= cljかつ clx = cl,j+1のとき)
(x− fj)(fj+1 − x) + (fj+1 − x)x (clx = cljかつ clx ̸= cl,j+1のとき)
(x− fj)(1− x) + (fj+1 − x)x (clx ̸= cljかつ clx ̸= cl,j+1のとき)

(2)

となる．
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図 3 新規店舗の立地 (fj < x < fj+1)

fj+1

fj

図 4 新規店舗の位置の獲得フロー需要図示

以下では，4つの戦略ぞれぞれについて最適な立地位置について述べる．隣接する店舗が新店と同じチェーンなの
か，異なるチェーンなのかによって，複雑な場合分けが必要となるので，細かいところは省略した．大まかにいえば，
隣接する店舗がライバル店舗の時には，ライバル店舗に近づくように立地するときが最適となる．ライバル店舗に隣
接して立地すれば，ライバル店舗の需要を大きく奪うことができるからである．

3.1 戦略M：自己チェーンの獲得フロー最大化
戦略M：自己チェーンの獲得フロー最大化の時は (2)によって定まる自チェーンの獲得フローを最大にすることを

考える．この戦略の場合の最適な立地地点 x = x∗(fj < x∗ < fj+1)は，次のようになる．

x∗ =



f+
j (2fj+1 + (1− cl,j+1)(1− fj+1) ≤ (3− clj)fjのとき)

f−
j+1 (2fj+1 + (1− cl,j+1)(1− fj+1) ≥ (3− clj)fjのとき)

2fj+2fj+1−(1−clj)fj+(1−cl,j+1)(1−fj+1)
4 =


fj+fj+1

2 (clj = 1, cl,j+1 = 1)
fj+2fj+1

2 (clj = 0, cl,j+1 = 1)
2fj+fj+1+1

2 (clj = 1, cl,j+1 = 0)
fj+fj+1+1

2 (clj = 0, cl,j+1 = 0)

(その他)

G(x)は xの 2次式であるから G(x)を最大にする x = x∗ を計算することは容易なはずだがかなり複雑な場合分けが
必要となる．
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3.2 戦略 µ：新店の獲得フロー最大化
同様に，戦略 µ：新店の獲得フロー最大化の時は以下の通りとなる．

x∗ =


f+
j (

fj+fj+1+1
4 ≤ fjのとき)

f−
j+1 (

fj+fj+1+1
4 ≥ fjのとき)

fj+fj+1+1
4 (その他)

この戦略の時は，(1)によって定まる自店の獲得フローを最大にすることだけを考えればよい．

3.3 戦略M：相手チェーン獲得フロー最小化
記述は省略するが，図 4をもとに，fj と fj+1 の間で相手チェーン獲得フローを最小化する立地点 x∗ を求めること
ができる．ただし，これら 2 つの店舗はどちらかまたは両方がライバルチェーンの店舗であるとする．このとき x∗

は，f+
j か f−

j+1 のどちらかとなる．

3.4 戦略 µ：直前に出店した相手チェーンの新店の獲得フロー最小化
記述は省略するが，図 4をもとに，同様に考えることができて，最適立地点 x∗ は，直前に立地した相手チェーン新
店の右隣か左隣のどちらかとなる．

4 チェーン獲得フロー需要と店舗立地位置
奇数番目に出店する店舗チェーンをチェーン 1，偶数番目に出店するチェーンをチェーン 2とする (L = {1, 2})．そ
れぞれのチェーンが，4つの戦略のうちの 1つを一貫して採用し，8店舗ずつ合計 16店舗を出店したとする．2つの
チェーンの採用する戦略の組合せは 42 =16 通りである．このときの 16 通りの戦略の組合せごとのチェーン獲得フ
ロー需要M1，M2 を表 1に示す．先に述べた通りチェーン 1が奇数番目出店，チェーン 2が偶数番目出店であるの
で，チェーン 1は何もないところから出店を開始することができる．チェーン 2は常にライバル店舗のほうが店舗数
が 1つ多い状態で出店することになる．
まず表 1の各行を見て，チェーン 1の戦略について結果を述べる．戦略M は，チェーン 2の戦略M と µに対して

最も有効であり，戦略M に対しては弱い．戦略 µは，チェーン 2の戦略 µに対して有効であり，戦略 µに対しては
弱い．戦略M は，チェーン 2に対して，勝ち負けは戦略M と同じ結果であるが，戦略M よりも多くの獲得フロー
を得ることができる．戦略 µの結果は戦略M と同じである．
次に表 1の各列を見て，チェーン 2の戦略について結果を述べる．戦略M はチェーン 1の戦略 µに対して最も有
効であるが，ほかの 3つの戦略に対しては弱い戦略である．戦略 µは，チェーン 1の 4つの戦略すべてに対して弱い
結果となっている．一方で戦略M は，チェーン 1の 4つの戦略すべてに対して勝てる戦略であり，特に µに対して
よい結果を得ることができる．戦略 µは戦略M と µに対して弱く，µと µに対して強い戦略である．
表 2は，戦略別のチェーン獲得フロー需要を示す．4つの戦略のうち，M :相手チェーン獲得フロー最小化が最も多
くの獲得フロー需要が得られることが分かった．また，チェーン 2のほうがチェーン 1よりも平均して獲得フロー需
要が多い．
16 個の戦略組合せのうち両チェーンとも戦略M を採用したとき (表 1 左上隅:M1 = 0.408, M2 = 0.390) と，両
チェーンとも戦略 µを採用したときの店舗立地 (2行 2列成分:M1 = 0.455, M2 = 0.343)を図 5に示す．どちらの場
合も最初の店 (チェーン 1の 1店目)は線分のちょうど中央に立地するが，その後は少しずつ外へ向かって店舗立地が
進行する．戦略M の場合は，ライバルチェーンのフロー需要を奪うためにライバル店舗に隣接するように立地するた
め，2つのチェーンの店舗が交互に並ぶ．戦略 µの場合は，チェーン全体について考慮せず新規店舗がなるべく多く
の獲得フロー需要を獲得するために，結果として同じチェーンの店舗が隣りあって並ぶこととなった．

43立ち寄り利用による来店客獲得に着目した店舗チェーンの線分都市立地戦略モデル



表 1 2つのチェーンが 8店舗ずつ出店したときのチェーン獲得フロー需要

1 \ 2 M µ M µ

M 0.408 0.408 0.256 0.369

0.390 0.390 0.542 0.312

µ 0.256 0.455 0.228 0.228

0.542 0.343 0.561 0.561

M 0.413 0.413 0.318 0.325

0.379 0.379 0.319 0.301

µ 0.413 0.413 0.318 0.325

0.379 0.379 0.319 0.301

(上段：M1，下段：M2)

表 2 戦略別・チェーン別獲得フロー需要

M µ M µ 平均
M1 0.360 0.292 0.367 0.367 0.347

M2 0.423 0.373 0.435 0.369 0.400

平均 0.391 0.332 0.401 0.368 0.373
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図 5 店舗の立地

5 おわりに
線分都市モデルを用いて最初に出会う店で買い物する一様なフロー需要を仮定し，立地戦略を比較した．相手チェー

ン獲得フローを最小化する出店戦略が最も有効である，という結果が得られたが，さまざまな状況下でこの結果が有
効であるかどうか確認していかなければならない．今後は一様に発生するフロー需要の仮定や最初に出会う店舗だけ
に立ち寄るという仮定をゆるめた場合について検討し，さらに，複数店舗の立地位置同時決定，出店後のライバルの
出店を考慮して意思決定を行うシュタッケルベルグ型競争立地問題 [2]，閉店の考慮 [4]，ネットワークを用いた検討，
などの課題に取り組み，有効な店舗立地戦略とはどのようなものであるか考察したい．
なお本研究は 2020年度南山大学パッヘ研究奨励金 I-A-2による研究成果である．
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